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取扱施工説明書

移動水栓柱(ウェールズ)

M-I2816B

散水栓ボックス

本体

単位：mm
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　　安全上のご注意

製品同梱明細

水栓の取付方法

寸法図

取付後の点検

① 水栓本体より締付ナット・座金・ゴムパッキンを取りは
ずします。

取付方法 「散水栓（取付ネジG1/2）がある場合」

取付方法 「散水栓（取付ネジG1/2）がない場合」

① 現在使用されている散水栓ボックスの上に本品を置き、
同梱の給水ホース（G1/2）を散水栓に接続します。

①

1）

2）

既 設 の 水 栓 に 同 梱 の
万能口金を取リ付けます。
3ヶ所のネジをゆるめ、パッキ
ンに吐水口の先が密着する
ように押し付け、ドライバーで
ネジを締め付けます。
緑の厚紙を取り、ニップル部を
下から締め付け固定します。

① パチッ !と音がするまで
差し込みます。

② ホーセンドのスライド部をつまみ、
矢印の方向に引くとはずれます。

①フクロナットをはずし、
ホースをフクロナットに
通します。

②ホースを本体のツメに深く差し込
みます（ホースが入りにくい場合
はツメを少し広げてください）。

③フクロナットを締め
付けます。

② 本体に取り付けた水栓の
取付ネジ部に、同梱のネ
ジ口金を取り付けます。

③ 別途、散水ホースの両端に同梱のホーセンドを取り付け、それぞれ
①②で取り付けた万能口金およびネジ口金に接続します。
*ご都合に合わせてポットを本体上に置いてください。
*散水ホースは同梱されておりません。別途、お買い求めください。

② 本体に取り付けた水栓に①の給水ホース（G1/2）を接続します。

*ご都合に合わせてポットを本体上に置いてください。

*給水ホースはねじれた状態で取り付けないでください。
ホースの破損や水もれする恐れがあります。

② 水栓本体に透明パッキンがあることを確認して、移動水栓柱本体の水栓取付穴に水
栓本体を取り付けます。
取付け後、図の様に内側よりゴムパッキン・座金・締付ナットの順に入れ、締付ナット
で水栓本体を固定します。

●本品は屋外散水用です。他の用途には使用しないでください。
●上水道水専用です。
●本品は埋設しないでください。
●施工に際しては直接配管せず、併設されている水栓柱や散水栓ボックスを介して給水してください。
●本商品は重量がありますので落下などには十分気をつけてください。
●施工の際は、安定した場所に確実に設置してください。設置が不十分だと倒れて破損する場合があります。
●定期的に接続部のネジに緩みがないか、ご確認ください。また長期間ご使用されない時は元栓を閉めておいてください。
●過度の衝撃を加えないでください。また、商品の上に過度の荷重を加えないでください。
●冬期は凍結破損防止のため、元栓を閉め、本体内の水抜きをしてください。
●使用及びお手入れの際、クレンザーなどの目の粗い洗剤やたわし、または酸性洗剤・ベンジン・油などは使用しないでください。

表面を傷めたり、破損の原因となります。
●素材の特性上、色落ちや変色が生じることがあります。ご了承ください。
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元水栓を開き、各部に水もれがないかを確認します。
水もれが発見された場合は、元水栓を閉め、水もれする箇所を施工し直してください。

ホーセンドとの接続と分離ホーセンドのホースへの取付方法
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ゴムパッキン
座金

締付ナット

本体
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同梱のホーセンドは内径12・
15ミリのホース用です。

本体後方の取出口
よりホースを通して
ください。
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水栓取付穴

移動水栓柱本体


